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啓翁桜生産者　夏の管理を確認 御嶽はくさいの出荷始まる
　６月16日　啓翁桜の夏管理とお正月需要に合
わせた年内出荷に向けた試験説明会を開催し、生
産者や行政の関係者６人が参加しました。
　啓翁桜は新葉が揃った時期に枝の皮を剥く「環
状剥皮」を行うことにより花芽を多く付けること
ができます。高品質な物を栽培するには必要な作
業であり生産者と作業の
確認を行いました。
　また今年よりお正月の
需要期に合わせた出荷に
試験的に取り組み、試験
内容について木曽農業農
村支援センターの担当よ
り説明がありました。お
正月は最大の需要期の１
つであり、農家所得向上
のために取り組みます。

　当ＪＡ主力品目の「御嶽はくさい」の出荷
が６月中旬から木祖村で始まりました。６月
17日　木祖村飯米原のほ場では生産農家奥
谷渚さんと家族の皆さんが早朝から、４月中
旬に苗を植え順調に育ったハクサイを収穫し
段ボール箱に詰める作業に励んでいました。
　この日木祖村小木曽予冷庫には２軒の農家
から約700ケースのハクサイが出荷されまし
た。もう
一つの主
産地の開
田高原で
も６月下
旬から出
荷が始ま
りました。 御嶽はくさいの収穫をする奥谷さん家族御嶽はくさいの収穫をする奥谷さん家族皮を剥いだ枝皮を剥いだ枝

前回比上まわる　６月家畜市場
　６月５日　長野県中央家畜市場で定例６月市場が開催され298
頭の取引が成立しました。子牛全体の平均価格は646,969円（税
込み）で、前回４月より18,671円上まわりました。木曽管内出荷
頭数は83頭で平均価格は前回より12,214円上まわり628,457円
（同）となりました。６月に入り枝肉の相場は低迷していますが今
回の市場は人気の種雄牛が多かったことや新たな購買者の来場が
あったことで価格が下がることなく活発な取引が行われました。 ６月市場のセリのようす６月市場のセリのようす

たくさん実りますように！福島小学校４年生２回目の米作り
　６月13日　「お米作り体験会」を開催し、木曽町福島小学校の
４年生の児童32人が参加しました。
　組合員から借りた水田に、児童は裸足で入り一列に並びＪＡの営
農技術員の指導で目印の線に合わせて「こしひかり」の苗を４～５
本ずつ植えました。
　２年前にも米作りの体験をした４年生。２年前は転んで泥だらけ
でしたが、すぐに慣れ手植えも移動もスムーズで上手に植えること
ができました。オタマジャクシなど田んぼの生き物を捕まえる児
童、植え終わってももっとやりたいと言う児童、田んぼでのいろい
ろなことを学んでいました。
　体験会は、食と農の体験機会を提供することで、よりＪＡへの理
解を深めてもらうことを目的とした取組のひとつで今年は４年目で
す。秋には稲刈りや米の試食会を予定しており昨年に続き県立木曽
病院へ収穫した米の寄贈も計画しています。今後も農業を通して地
域住民と職員が関わる機会を増やし、食と農で地域貢献に取り組ん
でまいります。 田植えをする児童田植えをする児童



皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽企画管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

３年目となったＪＡ職員野菜作り体験
　６月８日　ＪＡの職員有志が野菜作り体験の
活動を木曽町日義の組合員のほ場を借りて始め
ました。子どもと一緒に参加した職員も３組増
え、農業経験の少ない職員を中心に20人でサ
ツマイモや、ピーマンなど野菜の苗の定植とヒ
マワリの種まきを営農技術員の指導を受けなが
ら行いました。ＪＡは今年度からの３ヵ年計画
（2025-2027 くらしの分野）で協同活動を通
じた組合員とのつながりづくりをテーマに掲げ、
職員の農業体験も「国消国産」運動の一環とし、
「食」と「農」の情報発信と理解醸成を図るた
めの機会としています。今後も数回の作業を予
定しており、
職員同士の
交流を深め
る場とする
ことも目的
に多くの参
加を呼び掛
けています。

　６月16日　女性部奈良井支部が奈良井公民館
で朴葉巻き作りを行いました。毎年恒例の活動と
なっており、今年は460個余りを部員と職員で作
りました。奈良井地区では朴葉餅とも呼ばれる
伝統のお菓子作りを子どもたちに伝えることを目
的に楢川小中学校へ参加を呼び掛け、３年生の児
童10人が参加しました。核家族が多く家庭で作
る機会も減っており、初体験の児童もいましたが
米粉の生地であんこを上手に包みました。朴葉の
葉で包む際も苦戦していましたが出来上がると喜
んで持ち帰りました。蒸し上がるまでの待ち時間
に、児童から「朴葉巻きはいつごろから作られて
いるのか」な
どの質問に答
えたり蒸す様
子を見学した
りしました。
これからも続
けたい女性部
活動です。

子どもたちに伝える郷土の「食」

女性部だより

あんこを包む児童あんこを包む児童苗を植える参加者苗を植える参加者

　６月11日　ＪＡ長野県女性協議会のリー
ダー研修会が長野市ＪＡ長野県ビルアク
ティーホールで開催され女性部員と事務局
職員19人が参加しました。当ＪＡと信州諏
訪、長野八ヶ岳の３組織が活動を発表しま
した。
　当ＪＡの出口部長は小学生とのお米調理
実習や、野菜作り、役員との懇談会など日
ごろの活動を発表しました。
　この発表は７月10日にさいたま市で開催
される関東甲信越地区女性組織リーダー研

長野県リーダー研修会で
活動発表　県代表に！

発
表
す
る

発
表
す
る

出
口
部
長

出
口
部
長

　６月５日　王滝村が主催し、女性部王滝支部が協
力する食文化継承事業第１弾の山菜取りイベントが
開催されました。女性部員や村民、長野県立大学健
康発達学部の中澤弥子先生と学生６人が参加しまし
た。はじめに王滝村銀河村キャンプ場でグループに
分かれて山菜を取り、天ぷらに調理して食べまし
た。支部長の瀬戸エイコさんが講師を務め、山菜の
名称や採取する際の注意点、食べ方を指導しまし
た。瀬戸さんらが用意した数種類の山菜も加わり、
調理のコツを教えあいながらたくさんの天ぷらがで
きました。
　自己紹介では好きな山菜や調理法を話し楽しく交
流できました。

王滝支部　山菜取りイベント

修会で発表する県代表を決
める審査を兼ねており、見
事県代表に選出されました。

瀬戸支部長（左から２番目）瀬戸支部長（左から２番目）
から説明を聞くから説明を聞く山菜を取る参加者山菜を取る参加者
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冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
田
屋
万
芳
組
合
長

は
、「
異
常
気
象
や
自
然
災
害
の
リ
ス
ク

や
組
合
員
・
生
産
者
の
高
齢
化
等
が
進

み
、
農
協
の
事
業
活
動
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
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図
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。

　５月29日、第52回通常総代会を木曽文化公園文化
ホールで行いました。総代507人のうち、本人出席132
人、書面出席325人、合計457人が出席しました。
　令和６年度の事業報告、次期３ヵ年計画と７年度事業
計画など全６議案を可決しました。また、「持続可能な
農業に向けた基本農政の確立と国民理解醸成に向けた緊
急決議」を提案し承認しました。
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議長を務められた議長を務められた
南木曽町の岡庭緑朗さん（左）と南木曽町の岡庭緑朗さん（左）と
塩尻市楢川の小椋一二三さん（右）塩尻市楢川の小椋一二三さん（右）

議案採決で賛成の挙手をする議案採決で賛成の挙手をする
総代の皆さん総代の皆さん
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代
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受賞者の皆さん受賞者の皆さん
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農業農業とと協同の力協同の力でで木曽の未来木曽の未来ををささえますささえます
長期構想ビジョン  2030めざす姿

　当組合は、ＪＡ木曽長期構想ビジョン2030めざす姿「農業と協同の力で木曽の未来をささえま
す」の実現を長期的な目標に掲げ、木曽地域や農業が活性化している姿を描いて、令和４年度からの
１期目となる３ヵ年計画（2022-2024）を実践してまいりました。
　ＪＡ木曽の2030めざす姿実現に向けて、これまでの取り組みを総括し、直面する課題を捉え、社
会情勢の変化や組合員ニーズの多様化を踏まえて、「食」と「農」を基軸とした互いに助け合い協力
し合う“協同の力”を発揮した事業・活動によって、２期目となる３ヵ年計画（2025-2027）にお
ける経営戦略・戦術を策定し遂行してまいります。

ＪＡ木曽長期ビジョン　2025－2027　３ヵ年計画

農業の分野 くらしの分野 ＪＡの分野

持続可能な木曽農業の実現 木曽地域における組合員と
ＪＡの役割発揮 持続可能な経営基盤の確立

大規模から小規模のあらゆる農
家層へそれぞれのニーズに合っ
た支援を実施し、経営向上や生
きがいづくりで、持続可能な農
業や産地の維持、農業収入の増
大をめざします。

総合事業を通じて組合員や多様
な関係者とともに協同の力でく
らしやすい地域社会の実現をめ
ざします。

地域において農業協同組合とし
て総合サービスを提供できる経
営の健全性を確保し事業発展に
向けた投資と組合員還元が果た
せる姿をめざします。

基　本　目　標

地域農業の維持・発展と農業
振興を通じた地域社会への貢献

総合事業と協同の力で
くらしやすい地域社会の実現

経営基盤強化により地域社会に
貢献できる元気なＪＡ

３ヵ年で重点的に取り組むテーマ

① 販売力強化とコスト削減によ
る農業所得増大への挑戦
② 持続可能な農業生産基盤の維
持

③ 「食」と「農」を基軸とし、
協同活動を通じた組合員との
つながりづくり
④ 協同活動を通じた事業利用の
普及と事業運営効率化による
組合員メリットの創出

⑤ 不断の自己改革の実践とＪＡ
版人的資本経営を基軸とした
経営基盤強化
⑥ 自己改革実践に向けた組合員
との対話活動と意思反映の取
り組み強化

自己改革工程表

農業者の所得増大・農業生産の拡大 地域の活性化 経営基盤の確立・強化

◎ 販売農家育成・生産者収量増
加対策による販売拡大
　令和７年度目標：272,000c/s
◎ 振興品目野菜の取引の拡大を
通じた売上増加
　令和７年度目標：720万円
◎ 生産資材予約率向上によるコ
スト低減
　令和７年度目標：予約率65％
◎木曽地域の子牛出荷頭数維持
　令和７年度目標：420頭

◎ 食と農のイベント参加者数
　令和７年度目標：100名

◎農畜産物販売高
　令和７年度目標：10億７千万円
◎グリーンファーム店供給高
　令和７年度目標：９千万円
◎ネット注文・定期購入利用者数
　1,000人

対話・意思反映

令和７年度計画：
・正組合員との訪問・対話
・地区別懇談会
・組合員の意見はがき
・組合員とＪＡ職員の交流活動

めざす姿2030めざす姿2030
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特集③

新
役
員
執
行
体
制

新
役
員
執
行
体
制
がが
決決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
が
５
月
29
日
の
第
52
回
通
常
総
代
会
で

承
認
さ
れ
、
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
監
事
会
に
お
い
て

Ｊ
Ａ
運
営
の
新
執
行
体
制
を
審
議
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ

り
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
常
務
理
事
を

１
期
３
年
務
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
改
め
て
責
務
の
大
き

さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す

が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
職

務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｊ
Ａ
木
曽
の
新
３
ヵ

年
計
画
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
対
話
活
動
、
広
報
誌
な
ど
を
通

じ
て
、
組
合
員
の
願
い
や
想
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
社
会
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
地
域
が
持
つ
潜

在
的
な
可
能
性
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
む

け
実
践
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代表理事組合長
亀子　宗樹

澤口久美子

志水  敏春寺平  暁夫

常盤井博幸

新井  光一

長渕  英治

常勤監事
高樋  昌憲

員外監事
山岸  哲夫

代表監事
唐沢  清七

監　　　事

　

今
期
よ
り
役
員
の
定
数
が
変
わ
り
ま
し
た
。
従
来
ど
お
り
各
地
区
で
運
営
委

員
長
は
選
出
さ
れ
て
お
り
、
理
事
と
運
営
委
員
長
が
連
携
し
て
組
合
員
の
声
を

Ｊ
Ａ
の
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
運
営
委
員
長
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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福 
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敏
明　
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常
盤
井
博
幸

開 

田 
地 
区　
　

志
水　

敏
春　
　
　

南
木
曽
地
区　
　

長
渕　

英
治

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り

理
事
金
融
共
済
部
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
木
曽
を
取
り
巻
く
環
境

は
外
部
要
因
を
主
体
に
年
々
厳

し
さ
を
増
す
中
で
あ
り
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
・
Ｊ
Ａ
共
済
の
一
員
と
し
て
、
組
合

員
・
地
域
住
民
の
皆
様
に
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
っ
た
相
談
体
制
の
構
築
等
を
検
討
す
る
中

で
、
総
合
事
業
の
強
み
を
活
か
し
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ご
案
内
、

ご
提
案
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
木
曽
が
持
続
可
能
な
木
曽
農
業
の
実
現
に
向
け
て
進
ん

で
い
く
た
め
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
員
・
地
域

住
民
の
皆
様
か
ら
安
心
と
信
頼
を
頂
け
ま
す
よ
う
誠
意
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

理事金融共済部長
芝波田　豊

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り

代
表
理
事
専
務
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

木
曽
の
農
業
・
Ｊ
Ａ
木
曽
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
無
く
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
組
合

員
・
利
用
者
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
地
域
農
業
の
維

持
・
発
展
と
農
業
振
興
を
通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
つ
つ
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
な

が
ら
事
業
運
営
に
取
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
努
め
て
参
る
と
共
に
皆
様
方
の
身

近
な
Ｊ
Ａ
役
員
で
在
り
続
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
そ
し

て
山
積
す
る
各
種
課
題
を
一
歩
一
歩
乗
り
越
え
な
が
ら
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
も
邁
進
す
る
所

存
で
す
。
今
後
、
更
な
る
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事専務理事
糸魚川光弘
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◆暑いのは人間だけではありません。野菜も暑いのです。
　ここ数年、「猛暑日・熱中症」を聞かない夏はありません。
　その人間が熱中症になるのだから、野菜もなおさらです。しかも野菜は自由に移動できません。この
ように考えると、質的に変化した暑さに対して、今までの「水やり方法」が通用する訳がありません。
　今月は野菜栽培における「水やり」について考えます。
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R² = 0.5996

ー 最高気温 25℃以上の日数

（日）
最高気温25℃以上の年間日数（南木曽町）

　左図は、南木曽町における最高気温25℃以
上の年間日数を示したグラフです。
　昨年（2024年）、南木曽町の最高気温25℃
以上の年間日数が、はじめて120日を超えまし
た（122日）！
　つまり１年の３分の１が夏日を記録したとい
うことになります。年間平均気温も昨年はじめ
て「13℃」になりました。

　気温25℃以上の年間日数が増えた影響は…
　　①生育速度の早期化 
　　②肥料溶出の早期化 
　　③病害虫の発生区域の拡大化 …です。　

　右表は同じく南木曽町の５～９月までの降水量・平均
気温・日照時間の表です。夏とは公式には６～８月の
３ヶ月を示します。しかし、９月の数値を見て下さい。

　本来は「夏」とされる６月に比較し、
　　●平均気温は２．５℃上昇
　　●日照時間は０．２時間減少
 …という結果になりました。　

　つまり「夏は４ヶ月間ある」、と仮定できます。ここ
がポイントです。
　９月は「野菜の高単価月」として知られ、 ９月の水分
管理は経営上も重要な農業技術ということになります。

◆だから、この夏、水やりを変えましょう！
　では具体的にどのように「水やり」を変えたらよいの
でしょう？
　次の５点を参考に、ご自身の水やりを考えて下さい。

① 水やりは早朝が勝負です。「少量・回数多く」が原則です。
② 果菜類は、１株１日２リットルが基本。通路にも必ず水やりしましょう。
③ 液肥はとても有効ですが、「効き目は１週間」と考えましょう。
④ 水分吸収は根が原則です。葉面吸収の苦手な野菜もあります。
⑤ 毎日、野菜と会話しましょう。ヒントをくれる瞬間がきっとあります。

要　　素 降水量（mm） 平均気温（℃） 日照時間（h）
統計期間 1991～2020
資料年数 30

5月
上旬 67.2 14.1 60.2
中旬 78.8 14.9 63.8
下旬 58 16.5 72.6

6月
上旬 48.5 17.7 60.5
中旬 101.7 19.1 50.6
下旬 148.8 20.1 36.9

7月
上旬 148 21.5 40.6
中旬 135.4 22.5 47.9
下旬 90.5 23.6 64.3

8月
上旬 59.1 24.2 67.2
中旬 93.1 23.7 57.7
下旬 93.9 22.7 58.5

9月
上旬 80.9 21.7 53.4
中旬 102 20 49.1
下旬 82.4 17.7 45.3
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残
雪
の
駒
連
峰
や
古
代
文
字

新
緑
に
心
も
染
ま
る
散
歩
路

白
き
花
木
曽
谷
に
ふ
へ
夏
来
た
る

雨
し
と
ど
競
ひ
て
色
増
す
あ
や
め
草

風
に
の
り
ピ
ア
ノ
の
音
色
春
惜
し
む

折
り
取
れ
ば
雫
滴
る
蕨
狩

窓
磨
き
終
へ
て
一
服
雉
間
近

新
緑
の
山
並
抜
け
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

葉
桜
の
ト
ン
ネ
ル
に
消
ゆ
定
期
バ
ス

壺
焼
き
の
煮
汁
噴
き
出
て
九
十
九
里

老
ゆ
え
に
目
深
に
か
ぶ
る
夏
帽
子

石
楠
花
の
満
開
に
咲
き
日
を
受
け
て

久
々
の
友
と
の
ラ
ン
チ
風
薫
る

著
莪
の
花
狭
庭
に
密
と
目
覚
め
け
り

目
の
前
の
牡
丹
は
ら
り
と
散
り
に
け
り

爺
の
焼
く
タ
コ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
子
供
の
日

川
す
が
し
若
葉
眼
に
し
む
木
曽
路
か
な

早
朝
は
一
枚
羽
織
る
青
時
雨

青
梅
雨
や
昭
和
の
話
ほ
と
ば
し
る

新
緑
や
赤
子
の
猿
は
つ
ぶ
ら
な
り

桃
介
の
恋
の
つ
り
橋
風
薫

高
齢
者
免
許
更
新
風
光
る
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木
戸
口　

さ
つ
き

【
選
評
】
●
平
好
さ
ん
… 

山
々
の
残
雪
の
形
を
何
に
な
っ
た
と
か
云
わ
れ
ま
す
が
駒
ヶ
岳
の
雪
形
は
古

代
文
字
と
の
こ
と
。
古
代
文
字
と
は
ど
ん
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。

●
和
子
さ
ん
… 

新
緑
の
色
、
香
り
の
一
番
良
い
季
節
。
心
も
染
ま
る
そ
ん
な
感
じ
を
う
け
る
。

●
美
江
さ
ん
… 

辛
夷
が
咲
き
藤
や
山
桜
、
つ
つ
じ
、
さ
つ
き
な
ど
木
曽
谷
の
山
は
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。
白
い
花
は
花
水
木
か
も
と
想
像
し
て
み
た
。

選
者
の
一
句　

  
梅
雨
に
入
る
石
の
木
曽
川
波
の
た
つ

尾
羽
林 

も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

贈
り
来
し
花
見
詰
め
つ
つ
今
思
う
父
の
日
も
母
の
日
も
無
く
働
き
し
父
母
を

木　

祖　
 

佐
々
木　

千
代
子

歩
行
器
に
た
よ
る
生
活
が
日
々
と
な
り
料
理
作
り
が
頭
の
体
操

木　

祖　

 
武　

重　
　
　

慧

木
曽
ヒ
ノ
キ
植
え
て
間
も
な
く
カ
モ
シ
カ
に
喰
わ
れ
て
呆
然　

再
挑
戦
だ

木　

祖　

 

唐　

澤　

達　

夫

備
蓄
米
五
キ
ロ
二
千
円
を
放
出
せ
し
破
竹
の
勢
ひ
若
き
農
相

新　

開　

 

池　

井　

十
与
子

耕
せ
ば
土
は
目
覚
め
て
黒
々
と
並
び
ぬ
る
畝
に
花は
な
び
ら弁
の
散
る

王　

滝　

 

三　

浦　

美　

春

「
同
じ
道
」
と
言
い
残
し
た
る
義
母
な
り
き
脳
裏
掠
め
る
躓つ
ま
ず

く
た
び
に

三　

岳　

 

小　

坂　

信　

子

抱
卵
の
小こ

鮫さ
め

鶲び
た
き

愛
ら
し
き
眼
に
無
事
の
巣
立
ち
を
願
ふ三　

岳　

 

大　

豆　

ふ
み
子

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
湯
の
街
石
和
に
咲
き
誇
り
姉
妹
に
て
散
策
す
シ
ル
バ
ー
カ
ー
頼
り

大　

桑　

 

金　

澤　

紀　

子

老
い
て
よ
り
親
し
く
な
り
し
友
な
り
き
旅
立
ち
ゆ
き
て
胸
に
風
吹
く

大　

桑　

 

髙　

橋　

志
げ
子

細
き
糸
二
人
で
撚
り
た
る
命
綱
よ
く
ぞ
持
ち
た
り
九
十
坂
ま
で

大　

桑　

 

樋　

田　

平　

好

栃
の
花
仰
ぎ
て
若
き
日
の
苦
労
を
語
る
古
老
の
威
厳
あ
る
皺し
わ

明
石
市　

 

小　

田　

慶　

喜

豆
飯
と
筍
飯
の
お
に
ぎ
り
が
弁
当
箱
に
並
ぶ
幸
せ

明
石
市　

 

小　

田　

和　

子

佳　

 

作

【
選
評
】
①
西
の
夕
空
に
光
る
金
星
を
「
愛か

な

し
い
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
ご
子
息
様
を

偲
ん
で
の
作
品
と
想
像
す
る
。
格
調
高
く
深
い
歌
。

②
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
も
言
わ
れ
る
事
態
が
発
生
し
、
米
の
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い

る
。
生
産
者
で
あ
る
作
者
は
今
後
の
農
政
を
問
う
。

③
名
古
屋
市
に
出
掛
け
ら
れ
て
の
歌
。
山
菜
を
飽
き
る
ほ
ど
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
木
曽
に
暮
ら

す
恩
恵
。
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
楽
し
げ
な
作
品
。

秀　

 
作

①

夕
闇
を
照
ら
さ
ん
と
て
か
そ
の
淡
き
光
は
愛か
な

し
宵
の
明
星

大　

桑　

 

科　

野　

八　

重

②

米
価
高
騰
に
政
界
ゆ
れ
て
ど
の
集
い
に
も
政
治
不
信
と
米
が
話
題
ぞ

日　

義　

 

越　

取　

思
正
子

③

山
菜
に
飽
き
た
る
口
に
名
古
屋
飯　

海
鮮
料
理
に
舌
鼓
せ
り

南
木
曽　

 

小　

椋　

シ
ガ
子

短
歌
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［≪９月号掲載作品を募集中です≫編集の都合により、７月末日までの到着はがきにて選考いたします。］



グ
ー
パ
ー
体
操
で
左
右
の
脳
を
使
い
分
け
る

　

グ
ー
の
上
に
パ
ー
を
付
け
て
左
右
交

互
に
入
れ
替
え
る
体
操
で
す
。
左
右
の

脳
の
使
い
分
け
と
同
時
に
脳
の
血
行
も

促
進
し
ま
す
。
小
さ
い
動
き
か
ら
始
め

て
、
だ
ん
だ
ん
腕
や
肩
も
大
き
く
動
か

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
て
き
た

ら
、
パ
ー
の
上
に
グ
ー
を
付
け
る
逆
の

動
き
に
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑴
左
手
を
パ
ー
に
し
て
、
グ
ー
に
し
た

右
手
の
上
に
付
け
ま
す
。

⑵
す
ぐ
手
を
入
れ
替
え
て
、
右
手
を

パ
ー
に
し
て
、
グ
ー
に
し
た
左
手
の
上

に
付
け
ま
す
。
⑴
⑵
を
交
互
に
繰
り
返

し
ま
す
。

令
和
の
百
姓
一
揆

　

２
０
２
５
年
３
月
30
日
、「
令
和
の

百
姓
一
揆
」
が
日
本
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
東
京
都
に
は
全
国
か
ら
ト
ラ

ク
タ
ー
33
台
、
農
家
を
含
む
市
民
が

４
５
０
０
人
集
ま
り
、
私
も
実
行
委
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
他

に
13
道
府
県
で
「
令
和
の
百
姓
一
揆
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
減
反
政
策
を
導
入

し
、
２
０
１
８
年
の
廃
止
後
も
実
質
上
、

米
の
生
産
抑
制
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
企
業
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
食

品
を
飼
料
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

る
株
式
会
社
日
本
フ
ー
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
に
は
、
１
日
約
８
ト
ン
、
年

間
約
２
９
２
０
ト
ン
の
米
飯
が
食
品
ロ

ス
と
し
て
運
び
込
ま
れ
ま
す
。
１
社
だ

け
で
年
間
茶
わ
ん
約
１
９
４
６
万
杯
分

の
米
飯
を
処
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
食
品
ロ
ス
の
氷
山
の
一
角
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
米
飯
を
含
む
食

品
ロ
ス
の
大
半
は
再
利
用
さ
れ
ず
に
焼

却
処
分
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
24
日
付
の
『
日
本

経
済
新
聞
』
で
は
、
２
０
２
５
年
度
の

民
間
米
輸
入
量
が
前
年
度
比
で
約
20
倍

に
な
り
、
そ
の
過
半
が
米
国
産
に
な
る

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
４

月
下
旬
、

日
本
政
府

は
米
国
か

ら
の
米
輸
入
拡
大
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
は
、
日
本
の
農
家
の
平

均
年
齢
は
69
・
２
歳
（
２
０
２
４
年

度
）、
全
国
の
農
地
の
32
・
８
％
で
後

継
者
不
在
（
２
０
２
５
年
４
月
）
と
発

表
し
ま
し
た
。
今
す
べ
き
は
海
外
か
ら

の
輸
入
拡
大
で
は
な
く
、
政
府
が
国
内

農
家
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
令
和
の
百
姓
一
揆
」
実
行
委
員
会

の
事
務
局
長
・
高
橋
宏
通
氏
は
「
減
反

し
て
お
い
て
輸
入
拡
大
は
納
得
で
き

な
い
」「
日
本
の
農
業
が
苦
し
い
の
に
、

な
ぜ
米
国
の
た
め
に
日
本
が
税
金
を
出

し
て
米
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
非
常
に
不
満
」
と
取
材
に
答
え
て

い
ま
す
。

　

食
品
業
界
で
は
毎
日
、
米
飯
を
大
量

に
廃
棄
し
て
い
ま
す
。
欠
品
す
る
と
売

り
上
げ
を
失
う
の
で
多
く
製
造
し
、
食

品
ロ
ス
で
は
な
く
販
売
機
会
の
損
失
を

防
い
で
い
ま
す
。
米
が
不
足
し
て
い
る

な
ら
、
ま
ず
毎
日
の
膨
大
な
量
の
米
飯

の
廃
棄
を
や
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

脳
ト
レ
！

脳脳脳脳脳脳脳
トトトト
レレレレレレ
！！！    

手
足
の
体
操

手手手手手手
足足足足足足
のののののの
体体体体体体体
操操操操操操操

な
く
そ
う
食
品
ロ
ス

なななななな
くくくくく
そそそそそそ
ううううう
食食食食食食
品品品品品品
ロロロロロ
ススススス
食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

井
出　

留
美

グーパー体操

⑴
左
手
を
パ
ー
に
し
て
腕
を
立
て
ま
す
。

右
手
は
グ
ー
に
し
て
腕
を
横
に
倒
し
、
左

肘
に
付
け
ま
す
。

⑵
す
ぐ
手
を
入
れ
替
え
ま
す
。
右
手
を

パ
ー
に
し
て
腕
を
立
て
、
左
手
は
グ
ー
に

し
て
腕
を
横
に
倒
し
、
右
肘
に
付
け
ま

す
。
⑴
⑵
を
交
互
に
繰
り
返
し
ま
す
。

応　　用



虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」開催ご案内

■虹のサークル御礼
　第１回虹のサークルのご参加ありがとう
ございました。次回も楽しいサークルにな
ればと思います。これからも初めて参加さ
れる方も大歓迎しております。ぜひお問い
合わせください。
　次回は、８月24日㈰ココナッツアレンジ
教室です。詳細は後日お知らせいたします。
　ＪＡ虹のホールきそにて７月末まで、盆
提灯、お盆ギフトの展示を行っております。
家紋入り盆提灯は７月末までの受付となり
ますので、お早めにご注文ください。
　よろしくお願いいたします。

歯科診療所お盆休みのお知らせ歯科診療所お盆休みのお知らせ

　ＪＡ歯科診療所はお盆期間の８月13日
㈬～15日㈮を休診させていただきます。

月　日 場　　所 時　　間
７／21 ㈪

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

７／27 ㈰
８／２ ㈯
８／８ ㈮
８／14 ㈭

理事会だより理事会だより
●７月１日㈫開催
【協議事項】
① ５月末（第１四半期決算）事業状況について
② マネロン対策にかかる理事会への取組状況報
告について 
（ マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策の実
施状況にかかる実態調査報告（2025年３月末現在））

③令和６年度ディスクロージャー誌について
④諸規程の改正について
⑤役員賠償責任保険の更新について
⑥組合員の出資口数の減資について
⑦木曽地域振興㈱ 第１四半期決算の状況について

【報告事項】
①業務一般経過報告について
②組合員の状況について
③農業生活事業報告について
④金融共済事業報告について
⑤第１四半期余裕金運用状況について
⑥ 令和７年度第２四半期余裕金運用方針の報告
について
⑦自主（自店）検査結果について（４月・５月）
⑧広報ＪＡきそ「組合員の声を聴く」投稿報告
⑨組合員の脱退について ほか

ＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じます。
ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、年金定
期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、印鑑をご持
参ください。

・７月17日㈭　中部支所
　相談時間 10時～15時30分分



介護センターからのお知らせ介護センターからのお知らせ

補聴器相談コーナー設置しました！補聴器相談コーナー設置しました！

押し売り、セールス一切しません‼
聴力測定だけでもＯＫです。
まずはご自分の現在の聴力を確認す
ることから始めてみませんか？

ご相談・お申込み：ＪＡ木曽 介護センター　TEL：0264-21-2113

ご安心ください！

聞こえについて不安、心配などありませんか？
一人で悩まないでお気軽にお声をかけてください！

★専門スタッフが相談に応じます。
★予約不要、当日ご来店ください。
★来店できない場合は、ご訪問も
できます。その場合はお電話で
ご予約ください。

しつこい
ご安心くださいご安心ください！

聞こえの相談会（毎月第１木曜日開催）
開催日：８月７日㈭、９月４日㈭、10月２日㈭、11月６日㈭
時　間：午前10時～午後２時
★お気軽にご相談ください（新聞折込みでもご案内いたします）

ＪＡＪＡ木曽木曽広報誌広報誌等等表紙写真募集表紙写真募集
■ テ  ー  マ  『木曽の風景』『木曽の人びと』…将来も残したい木曽の景色・農業・ 

くらし、農村の四季の風景や風物詩、農作業の様子
■ 撮影地域  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）で2023年１月１日以降に撮影したもの。
■ 応募締切  2025年（令和７年）９月１日㈪
■ 応募資格  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）に在住の方（県郡外者は木曽出身者に限ります）。
■ 応募規格 ⑴ デジタルカメラ、スマートフォンで撮影したカラー写真に限ります。（800万画素以上、解

像度300dpi以上、JPEG形式、最高画質モード、合成、加工・修正・組写真不可）
 ⑵写真サイズは横長・縦長問いません。
 ⑶ 被写体の肖像権（顔の判別不可含む）や場所については撮影者が必ず了解を得てください。
■ 応募方法 ⑴応募作品のプリント見本（カラープリントＡ４判）をご提出ください。
 　一人何点でも応募可能です。ただし、未発表の作品に限ります。
 ⑵ 応募作品の裏面に下記項目を表記した応募票を貼付してください。
 　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤タイトル　⑥撮影地、撮影時期（年月日）
 　※ ＪＡ木曽ホームページにも応募票を掲載しておりますので印刷して使用してください。
■ 審　　査 ＪＡ木曽の関係者等により厳正に審査を行います。
■ 発　　表  審査結果は、ＪＡ広報誌、ホームページ等で発表します。採用者には別途、審査結果をご連

絡し、写真データ（ＣＤ-Ｒ又はＥメール）を提出していただきます。
■ 賞　　品 ・採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券10,000円
 ・応募者全員に参加賞を進呈
応募に際しては、応募上の注意事項等を定めた応募要項がありますので必ずご覧ください。ＪＡ木曽各支所、本
所にご用意しています。当ＪＡのホームページでもご覧いただけます（アドレス　本誌16ｐ欄外参照）。

〒397-0001  木曽郡木曽町福島2800ＪＡ木曽 企画管理部 組合員課  広報係
電話  0264-22-2128  Ｅメール  kouhou@kis.nn-ja.or.jp

2026年版

応募作品送付と
お問い合わせ先



・熱中症対策を・熱中症対策を
　首周りから　首周りから

E粒剤草退治草退治

アースガーデンアースガーデン

・ ・ 食品成分生まれの除草剤食品成分生まれの除草剤
・・ジョウロヘッドジョウロヘッド

おうちの草コロリおうちの草コロリ

2,1502,150 円円

遮光折りたたみ帽子遮光折りたたみ帽子
890890 円円

ネッククネッククーーララーーリングリング
【猛暑対策グッズ】【猛暑対策グッズ】

1,0401,040 円円800g800g

500㎖500㎖2,6402,640 円円

日産化学日産化学

・ ・ うすめて使う希釈タイプうすめて使う希釈タイプ

ラウンドアップラウンドアップ
マックスロードマックスロード

1,0101,010 円円２ℓ２ℓ

800g800g1,9811,981円円

ネコソギネコソギ エースV粒剤エースV粒剤

・根までも枯らす・根までも枯らす
　約６カ月持続。　約６カ月持続。
・ ・ 振らずにまける散粒ヘッド振らずにまける散粒ヘッド

500g500g2,3302,330 円円

ザクサザクサ 液剤液剤

・・素早く枯らし、長く抑える。素早く枯らし、長く抑える。
・ ・ 根は残し、畦畔の強さは維持する。根は残し、畦畔の強さは維持する。
・環境にやさしい。・環境にやさしい。

２ℓ２ℓ980980 円円

【除草剤】【除草剤】
畑で使える除草剤畑で使える除草剤

野菜、果樹、庭木、草野菜、果樹、庭木、草
花など52作物のまわり花など52作物のまわり
で使えます。で使えます。
●●土壌・ 環境にやさしい土壌・ 環境にやさしい
 土に落ちると自然物の 土に落ちると自然物の
分解。分解。

●作物まわりの雑草だけ退治●作物まわりの雑草だけ退治
 散布液がかかった雑草だけが枯れま 散布液がかかった雑草だけが枯れま
す。畑のうね間で使えます。す。畑のうね間で使えます。
●いろいろな作物で使えます●いろいろな作物で使えます

（価格は税込みです）（価格は税込みです）

７月のお休み：毎週水曜日、31日㈭…棚卸し休業日
営業時間：午前8：30～午後5：00　グリーンファームきそ　☎22-3061

《注文・お問い合わせ》《注文・お問い合わせ》
ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112

・・日差しをシャットアウト日差しをシャットアウト
・折りたたみ可能・折りたたみ可能

・根まで徹底除草！・根まで徹底除草！
・約６カ月持続。・約６カ月持続。

夏のおすすめ品夏のおすすめ品
新新新新新新新新新新新新盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆提提提提提提提提提提提提灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯
７月末まで展示販売中です７月末まで展示販売中です





お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　トマトに含まれるビタミンCやリコピンなどの
抗酸化成分は、肌の老化を促進する活性酸素を除
去し、コラーゲンの生成をサポートする働きがあ
ります。紫外線やストレスなど活性酸素が増えや
すい現代において、抗酸化作用を持つ食品を日常
的に摂取することはアンチエイジングの効果があ
るといわれています。また、アボカドにはビタミ
ンと良質な脂質が多く含まれており、コレステ
ロールを減らすリノレン酸が多く、動脈硬化予防
や中性脂肪減少効果が期待できます。

一口メモ

① アボカドは１㎝ 角に切り、レモン汁を全体にまぶします。
② トマトは１㎝ 角に切ります。
③  ボイルむきえびはキッチンペーパーなどで水気を取り、半分に切
ります。

④ ボウルにⒶを入れ、しっかりと混ぜます。
⑤ ④に①と②、③を加えて混ぜます。
⑥ 皿にレタスを敷き、⑤を盛ります。

おたよりコーナー 令和７年５月にい令和７年５月にい
ただいたおたよりただいたおたより
からから

タラの芽、オコギ、コシアブラ、フキ、
ワラビ　山菜を楽しんでいます。
 （大桑：池口さん）桑：池口さん） （大桑

かなへびが庭に３匹いてかわいい。春の
訪れを感じました。 （大桑：栃羽さん）

ボイルむきえび … 約100ｇ
トマト …………… １個
アボカド ………… １/２個
レモン汁 ………… 大さじ１/２

 ┌ しょうゆ ………… 大さじ１

Ⓐ| わさび …………… 適量
　| オリーブオイル … 大さじ１
　└ 塩・こしょう …… 少々
レタス ………………… 適量

職員の服装について職員の服装について
　ＪＡ木曽では、ＳＤＧｓと省エネルギーの取り組
みとして働きやすい服装での勤務を令和４年から通
年で実施しております。男性職員の
ノーネクタイ、女性職員が制服を着
用しないなどの対応となります。
　職員として信用と品位を損なわな
い節度ある服装を心掛けますので、
皆さまのご理解をお願いいたします。

５月連休に食べたスイカの種をまいたら芽
が出ました。大切に育てたいです。昨年は
種から育て９キロの大玉スイカが収穫でき
ました。楽しみです。 （三岳：出口さん）

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）
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□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　亀子 宗樹

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2025.７月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。
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６月号の答え

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

今回は女性部奈良井支部で作った朴葉巻きからの問題
です。左右の写真を比べると、３ヵ所の違いがありま
す。挑戦してください。クイズの解答を募集します。

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、ＪＡ木曽本支所窓口、Ａ・コープきそ店備え付
けの応募箱へお出しいただくか郵送してください。
　ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　７月31日㈭ 必着

　正解者の中から抽選で10名の方に
国産小麦粉使用  手振りそうめん
300ｇ入り１袋 をプレゼント。
　そうめんを食べて夏を乗り切り
ましょう！

今月のプレゼント

投函日にご留意ください。

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨
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料金受取人払郵便

差出有効期限

令和８年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
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